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意義であろうO ベ ンゼ ンなどの7r電子のための相互作用のように方向性 ,speエ
cificityがある場合は今後も興味ある問題である｡
溶液中の分子間力について
福 留 秀 雄 (京大基研)
最近蛋白質の分子間相互作用に率いて溶媒としての水は大きな効果を持つと
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E 2 - 甲左
ここに PiACd-(FjAi坤か Fio)I
l`,I





を代入すれば長いo ① ,①をsum lPすると
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㊨ Ah･(E･qqJ)壱 i′dq-ai(E･qq-革 頻 Eq"チ)_-
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を溝す8又 咽 は polari2抱bilityを el_苧mentとする _matrix
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ここで cCsは溶媒分子だけに対するpolarIizabiliもymatrix,αpは溶質分
一子だけのPOlaTizabiユitymatrix,Asは solV3ntだけ考えた系に対する
(5)の解 Aj･(E･qq')を elementとするmatTix･<Ⅹ> は maもTix Xの分子
を区別する index l,･C対 して対角的な部分を表わすO又
① 甲.潤 - 甲 + 甲As弼 7-es-1固 守
紘
E忘l珂 - iヰ 甲As
がjolverttの .dielecもricco.nb.七antの逆数になるので･ Solvent Fr･よ∫
りscreenされ たCOulombin七eracもionを表わしているO.apは各 S〇lu-
:七elT101ecu].egc.対 し方程式
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= αm(瓦･qq')
を解いて得られ る aJm(E･qqJ)を ele-men七 とするmatTixで α左はso1-
vent との相互作用により8dlute moleculeの POlarizabi.lityが変る





相互作用す る為生ずるenergY Shif七で sollteの濃度疫比 例しているG
第三項が solvenも中でのSOlu七e分子間の相互作用を表わしてお り､Solvent
の効果 は､ cc,ulc,mb糖互作用が LCjOlvenl,の ,ljelect 工 Ll･ 〇 ロ ,ー二.-,千 ,T･ritに ◆'iSこ
っ て芦r汀eeヱ1さt,る こと及 びscユ'iI･e;tニC51eつ豆1e･{r' iJ･ t 1,J Jt･､し ,
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